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投資信託について調べるなかで、「オルカン」や「S&P500」という銘柄を目にして、気になっている

という方も多いのではないでしょうか。 

2024年からスタートした新しい NISAでも、この 2つの投資信託は特に注目を集めています。 

 

今回は、人気銘柄のオルカン（オール・カントリー）と S&P500 について、それぞれの特徴やメリッ

ト、投資のコツを解説します。 

NISAを最大限に活用する投資のコツやポイントも紹介しますので、ぜひ参考にしてください。 

 

１. オルカンとは？ 

オルカン（オール・カントリー）は、世界中の株式市場に分散投資するインデックスファンドです。

先進国から新興国まで幅広い地域の株式に投資することができます。 

 

オルカンは、代表的な株価指数の一つである MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス

（ACWI）に連動するよう設計されているのが特徴です。 

 

主なメリットとしては、分散投資によるリスクの軽減が挙げられます。 

一つの国や地域に偏らないため特定の市場の動向に左右されにくく、さらにグローバルな経済

成長を取り込むことができるため、長期的な資産形成に適しています。 

 

２. S&P500 とは？ 

S&P500 は、アメリカの代表的な株価指数である S&P500 に連動するインデックスファンドです。

米国株式市場の時価総額の約 80%をカバーしており、投資先にはアップル、マイクロソフト、アマ

ゾンなどの大企業が含まれています。 

 

S&P500のメリットは、アメリカ経済の成長を直接取り込むことができる点です。 

アメリカは世界最大の経済大国であり、その経済成長は世界の投資家から高い評価を受けてい

ます。 

 

また、歴史的に見ても、S&P500 は長期的な上昇傾向を示しており、安定したリターンが期待でき

ます。 
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３. オルカンと S&P500の違い 

オルカン（オール・カントリー）と S&P500の大きな違いは、投資対象にあります。 

 

 

 

 

 

企業型 DCは福利厚生制度の一つであり、導入するかどうかの判断は企業に委ねられます。 

 

オルカンは世界中の多様な市場に分散投資を行うため、特定の国や地域の経済動向に左右さ

れにくく、S&P500に比べてリスクの分散効果が期待できます。 

 

S&P500は、アメリカを代表する大企業 500社で構成されており、投資対象はアメリカのみです。

アメリカ経済の成長を直接的に取り込むことができ、アメリカ経済が好調なときには、高いリター

ンが期待できるでしょう。 

 

ただし、アメリカはオルカンの投資対象にも含まれているため、例えば Apple、Microsoft、Amazon

などの大企業は、オルカンと S&P500どちらにも組み入れられています。 

 

分散投資によるリスクヘッジを重視するならオルカン、アメリカの成長を期待するなら S&P500へ

の投資が良いでしょう。 

 

４. オルカンと S&P500に共通するメリット 

オルカン（オール・カントリー）と S&P500は、どちらも人気の投資信託です。 

投資対象とする国やエリアは異なるものの、以下のように共通するメリットもあります。 

 

インデックスファンド 

オルカンと S&P500はいずれもインデックスファンドであり、特定の指数に連動するように設計さ

れています。 

 

これにより、個別銘柄の選定リスクを回避し、市場全体のパフォーマンスを反映できるというメリッ

トがあり、初心者でも比較的投資がしやすいです。 

 

信託報酬が安い 

オルカンと S&P500は、信託報酬が比較的低く抑えられていることも共通のメリットです。 

特に長期間にわたる投資では、信託報酬の差が投資効率に大きな影響を与えます。さまざまな

投資信託に幅広く分散投資したい方にも、低コストのオルカンと S&P500が選ばれています。 

 

NISAで取引可能 

オルカンと S&P500のファンドは、どちらも NISAで取引が可能です。 
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NISA とは、投資で得られた利益が非課税となる税制優遇制度で、投資初心者からベテランま

で、多くの投資家が注目しています。 

より効率的に資産を増やすためにも、ぜひ NISAを活用してはいかがでしょうか。 

 

５. オルカンと S&P500、NISAではどっちを買えばいい？ 

オルカン（オール・カントリー）と S&P500は、どちらも信託報酬が低く、値動きも把握しやすいた

め、NISAでも人気銘柄となっています。 

 

「オルカンと S&P500、どっちを買うべき？」と悩まれる方も多いでしょう。 

 

オルカンと S&P500のどちらがいいかを一概に言うことはできません。 

なぜなら、投資スタイルや目標、リスク許容度によって、適したファンドは違ってくるからです。 

 

例えば、リスク分散を重視する方には、オルカンがおすすめです。世界中の市場に分散投資する

ことで、地理的リスクを低減できます。 

より高いリターンを追求する方には、S&P500が適しているでしょう。アメリカ経済が成長すれば、

より高いリターンが期待できます。 

 

６. オルカンと S&P500、両方に投資するのはあり？ 

「オルカンと S&P500、両方に分散投資すればいいのでは？」と思われる方もいるでしょう。 

 

しかし、先ほど説明した通り、オルカンと S&P500には共通する点も多いです。 

どちらもインデックスファンドのため、同じような値動きをすることが多く、リスク分散の効果として

はそれほど高くはありません。 

 

リスク回避を目的とした分散投資は、異なる値動きをする商品を組み合わせて行うのが基本で

す。一方が値下がりをしても、もう一方が値上がりをすれば、全体的に安定するというのが、分散

投資の考え方です。 

 

そのため、NISAの投資先としては、オルカンと S&P500どちらか一方を選択する方が多いです。 

 

７. NISAでオルカンと S&P500に投資するコツと注意点 

ここからは、NISAでオルカンや S&P500を購入する方に向けて、投資のコツと注意点を解説しま

す。 

 

為替リスク 

オルカンと S&P500はいずれも外国株式を対象としているため、円高や円安の影響を受けやすい

です。 
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円高になると投資先の外国株式の価値が目減りする可能性があり、逆に円安になると利益が増

加することがあります。 

 

オルカンや S&P500に投資する際は、為替リスクがあることを理解したうえで、為替動向を定期的

にチェックしましょう。 

 

組み合わせが大事 

オルカンや S&P500で分散投資をする際は、株式だけではなく債券をポートフォリオに組み入れる

のも良いでしょう。一般的に、株式と債券は逆の値動きをすると言われており、分散投資に最適で

す。 

 

国内外の経済状況や市場動向を注視しながら、定期的にポートフォリオの見直しを行いましょう。 

 

８. まとめ 

NISAでオルカンや S&P500に投資をするなら、銘柄ごとの違いを理解したうえで、バランスの取れ

たポートフォリオを構築するのがポイントです。 

 

ただし、投資初心者の場合、銘柄の組み合わせやポートフォリオを考えるのは、なかなか難しいか

もしれません。 
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２０１５年楽天証券ＩＦＡサミットにて独立系ファイナンシャルアドバイザーで総合１位を受賞。 
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人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディアです。 
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